（Ｈ24年8月）

· オリンピックを職場の労務管理に活かすとしたら？
先月27日に開幕したロンドンオリンピックも数々の感動のドラマを残し、今月12日に17日間にわたった祭典の幕を閉じました。204の国と地域から1万人を超える選手が一堂に会し、26競技302種目を戦うスポーツ界の最大イベントは、今回も確実に私たちの脳裏に焼き付いた思いがします。
日本のメダル獲得数は、最終的に金メダル7個、銀メダル14個、銅メダル17個、合計38個と、それまでの最高だった2004年アテネ大会の37個を上回る成績を残しました。柔道の不振が響き、金メダルの獲得数が物足りないと思う人も多いでしょうが、紙一重の差で勝敗が決した場面も多々ありましたので、4年後のリオデジャネイロ大会までにはその課題を解決していただきたいと思います。
さて、今大会を通じ、テレビで日本人メダリストのインタビューを何回も見ましたが、その度に同じようなコメントを耳にしたような気がします。

『自分ひとりでこのメダルを取ったわけではありません。家族やコーチをはじめとした回りの人たちのサポートがなければ絶対に取れなかったと思うので、それらすべての人たちに感謝したいです』
何て謙虚な心に満ちた美しいコメントでしょう。他国の選手のインタビューを聞いたわけではありませんので、このコメントが日本人選手特有のものなのかどうかわかりませんが、単なるメダルという成果に対するコメントではなく、そこに至るまでのプロセスを思い起こした上での他者への感謝や気遣いといったものがそこには表現されています。
仕事もまったく同じではないでしょうか。どんなに成績が優秀な社員であっても自分の仕事を最初から最後までひとりでこなすことなどまず有り得ません。少なからず他人の助けや協力を得て成果をあげているはずですから、もっともっと感謝の気持ちを表現すべきです。
そのことは動物学的にも証明されています。そもそも人間はひとりでは生きていけない動物だということです。そのルーツは二足歩行にあるとのこと。類人猿、猿人、原人、旧人、新人と進化する過程において、その骨盤が縦長から横長になり、しかも狭まったために産道がものすごく狭くなり、出産が著しく困難になりました。あるテレビ番組で動物の出産シーンを見る機会がありましたが、馬でも象でもキリンでも、誰の助けもなしに見事に子供を産み落とします。まさに産み落とすという表現がぴったりくる神秘的でありながらダイナミックな映像でした。それに比べて人間がどうでしょう？多くの場合、他人の助けなしには子供を産むことはできません。人間はその生命の誕生からして他人の助けや協力が必要なのです。
日本の男性、特に中高年層はとかく感情表現が苦手で自分の思いをうまく相手に伝えることができないと言われています。「男は黙ってサッポロビール」というコピーが市民権を得ていた位に寡黙が美徳の時代でしたので、やむを得ないとは思いますが、これからは「ありがとう」「助かったよ」「深謝（とても感謝してますの意）」といった感謝の言葉を、小さなことに対しても日常的にシャワーのように相手に浴びせかける習慣（メモでも可）を身に付けることが必要です。
明日からでも、まず管理的立場の人から率先して実行してみてはいかがでしょうか。
（工藤克己）
